
評価項目 評価のポイント（審査の視点） 極めて適切 十分適切 適切 ほぼ適切
ある程度適

切
採点

業務遂行能力・業務実施体制

業務を効果的、効率的に遂行するための人員
配置等の状況、業務遂行能力、実施体制を有
している。仕様書の業務について確実に履行
する能力がある。

10 点 10～９ ８～７ ６～５ ４～３ ２～１

業務の専門性・関連業務の実績
募集要項５参加資格についての十分な実績や
専門性、ノウハウを有している。 10 点 10～９ ８～７ ６～５ ４～３ ２～１

未病やME-BYOサミットへの理解
県政や未病の取り組みに対して十分な理解が
あり、より高い普及効果が得られるシンポジ
ウムの実現性が見込まれる。

10 点 10～９ ８～７ ６～５ ４～３ ２～１

運営体制・スケジュール
スケジュールや人員配置、当日の運営体制が
適切である。 15 点 15～13 12～10 ９～７ ６～４ ３～１

特設サイトの提案内容
サミットの魅力を伝え、視聴意欲を高めるの
に効果的な内容である。企画提案内容に独自
性があり、新たな視点からの工夫がある。

10 点 10～９ ８～７ ６～５ ４～３ ２～１

シンポジウム会場の提案内容

魅力的に見せる工夫がされており、会場参加
者、視聴者双方が見やすい会場となってい
る。企画提案内容に独自性があり、新たな視
点からの工夫がある。

10 点 10～９ ８～７ ６～５ ４～３ ２～１

プロモーションの方法と期待
される効果

シンポジウムの方針にマッチした発信方法が
選択されている。視聴意欲を増やすための効
果的な取組、工夫が提案されている。企画提
案内容に独自性があり、新たな視点からの工
夫がある。

10 点 10～９ ８～７ ６～５ ４～３ ２～１

積算内容の妥当性
見積りが業務内容に見合っており、適正であ
る。 10 点 10～９ ８～７ ６～５ ４～３ ２～１

委託料上限額との比較
※事務局が算定

委託料上限額に対し、経費の節減が図られて
いる。 15 点

（上限額の80～

85%未満）

15

（上限額の85～

90%未満）

12

（上限額の90～

95%未満）

9

（上限額の95～

99%未満）

6

（上限額の99%

以上）

3

100 点 0 点
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